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キ 底生動物 

(ア) 確認種 

現地調査の結果、底生動物は表 9.8-19(1)～(2)に示す 18 目 29 科 71 種が確認され

た。 

調査範囲の環境は、いずれも流速の緩やかな流水環境であり、両岸はヨシ等の抽水

植物がみられた。BA-2 は既存施設からの排水路の合流箇所付近であり、BA-1 は合流

箇所よりも上流側、BA-3 は合流箇所よりも下流側に位置している。 

全ての調査地点において、イトミミズ科やユスリカ科に属する種等、流速が緩やか

な環境に生息する種が主に確認された。 

 

表 9.8-19(1) 確認種一覧（底生動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季

1 海綿動物 普通海綿 ザラカイメン タンスイカイメン リュウコカイメン ● ● ●

2 ジーカイメン ● ● ●

3 扁形動物 コガタウミウズムシ Miroplana trifasciata ● ● ● ● ●

4 サンカクアタマウズムシ アメリカツノウズムシ ●

5 アメリカナミウズムシ ● ● ●

6 
ヒモ形（紐形）
動物

ハリヒモムシ
（有針）

ハリヒモムシ
（針紐虫） マミズヒモムシ ミミズヒモムシ属 ●

7 軟体動物 サカマキガイ サカマキガイ ●

8 モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ ●

9 モノアラガイ ●

10 イシガイ イシガイ ヌマガイ ● ● ●

- ドブガイ属 ● ●

11 
ハマグリ
（マルスダレガイ） シジミ シジミ属 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 環形動物 ミミズ イトミミズ ミズミミズ ヤドリミズミミズ属 ●

13 Dero nivea ●

14 ハリミズミミズ ●

15 ナミミズミミズ ● ●

16 Nais kisui ● ●

17 カワリミズミミズ ●

- ミズミミズ亜科 ●

18 フサゲミズミミズ ●

19 ヨゴレミズミミズ ● ● ● ●

20 テングミズミミズ ●

21 エラミミズ ● ● ●

22 モトムラユリミミズ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

23 フトゲユリミミズ ●

24 ユリミミズ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

- イトミミズ亜科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

- ミズミミズ科 ●

25 ヒル グロシフォニ ミドリビル ● ● ● ●

26 ヌマビル ● ●

- ヒラタビル科 ●

27 吻無蛭 ナガレビル ヌマイシビル ●

- ナガレビル科 ●

28 節足動物 クモ ダニ オヨギダニ オヨギダニ属 ●

29 ツチダニ ツチダニ属 ● ● ●

30 
甲殻 ワラジムシ

（等脚） ミズムシ ミズムシ ●

31 ヨコエビ（端脚） マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ ● ● ●

32 エビ（十脚） テナガエビ スジエビ ● ●

33 テナガエビ ● ● ● ● ● ● ● ●

34 ヌマエビ ミゾレヌマエビ ●

35 
Neocaridina heteropoda
heteropoda

● ● ● ●

- カワリヌマエビ属 ● ● ● ● ● ●

36 ザリガニ アメリカザリガニ ● ●

37 イワガニ モクズガニ ● ● ● ●

38 クロベンケイガニ ● ●

39 昆虫 カゲロウ コカゲロウ フタバカゲロウ属 ● ● ●

40 クロフトヒゲコカゲロウ ● ● ● ● ● ● ● ●

41 ヒメウスバコカゲロウ属 ● ●

42 ウデマガリコカゲロウ ●

ウズムシ
（三岐腸）

モノアラガイ
（基眼）

ニマイガイ
（二枚貝）

吻ひる
（ウオビル）

ウズムシ
（渦虫）

マキガイ
（腹足）

調査地点
BA-1 BA-2 BA-3種名№ 門名 綱名 目名 科名
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表 9.8-19(2) 確認種一覧（底生動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
注）種名・配列は、基本的に「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅰ）」 

（平成 5 年、環境庁）、「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅱ）」 

（平成 7 年、環境庁）、「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅲ）」 

（平成 10 年、環境庁）に従った。  

夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季

43 節足動物 昆虫 トンボ カワトンボ アオハダトンボ族 ● ● ●

44 トンボ シオカラトンボ ●

45 カメムシ イトアメンボ ヒメイトアメンボ ●

46 カタビロアメンボ ナガレカタビロアメンボ属 ● ●

47 オヨギカタビロアメンボ属 ● ● ●

48 アメンボ アメンボ ● ● ● ● ● ●

49 ヒメアメンボ属 ●

50 ミズムシ チビミズムシ属 ●

51 ハエ ユスリカ カユスリカ属 ●

52 ケブカエリユスリカ属 ●

53 ツヤユスリカ属 ● ● ● ● ●

54 テンマクエリユスリカ属 ●

55 ナガレツヤユスリカ属 ●

- エリユスリカ亜科 ●

56 ユスリカ属 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

57 ナガコブナシユスリカ属 ● ●

58 カマガタユスリカ属 ● ● ● ● ● ● ● ●

59 ホソミユスリカ属 ● ● ● ●

60 セボリユスリカ属 ● ●

61 コブナシユスリカ属 ●

62 Kloosia属 ● ●

63 コガタユスリカ属 ● ●

64 ケバコブユスリカ属 ● ● ● ● ●

65 ミジカオユスリカ属 ●

66 カワリユスリカ属 ●

67 ハモンユスリカ属 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

68 エダゲヒゲユスリカ属 ● ● ●

69 ヒゲユスリカ属 ● ● ● ●

- ユスリカ亜科 ● ●

70 トビケラ ヒメトビケラ ヒメトビケラ属 ●

71 シマトビケラ コガタシマトビケラ ●

19種 14種 14種 14種 34種 21種 17種 22種 18種 12種 14種 16種

37種 54種 38種
計 6門 10綱 18目 29科 71種

調査地点
BA-1 BA-2 BA-3種名№ 門名 綱名 目名 科名
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(イ) 保全すべき種 

現地調査の結果、保全すべき種は、コシダカヒメモノアラガイ、モノアラガイ、ヌ

マガイ及びミドリビルの 4 種が確認された。保全すべき種一覧は表 9.8-20、調査季

節別の保全すべき種の確認位置は図 9.8-7(1)～(4)、保全すべき種の生態及び確認状

況は表 9.8-21(1)～(4)に示すとおりである。 

 

表 9.8-20 保全すべき種一覧（底生動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)種名・配列は、基本的に「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅰ）」 

（平成 5 年、環境庁）、「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅱ）」 

（平成 7 年、環境庁）、「日本産野生生物目録 -本邦産野生動植物の種の現状-（無脊椎動物編Ⅲ）」 

（平成 10 年、環境庁）に従った。 

2)保全すべき種の選定基準となる法令・文献及び評価区分は前掲表 9.8-5 のとおりである。 

  

1 軟体動物 モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ ● DD

2 モノアラガイ ● NT NT2 DD NT2

3 
ニマイガイ
（二枚貝）

イシガイ イシガイ ヌマガイ ● ● ● NT2 NT2 NT2

4 環形動物 ヒル
吻ひる
（ウオビル）

グロシフォニ ミドリビル ● ● ● DD

2種 2種 2種

マキガイ
（腹足）

モノアラガイ
（基眼）

計 2門 3綱 3目 3科 4種 2種

4種

0種 0種 0種
2種

0種 3種
4種 2種

大
宮
台
地

中
川
・

加
須
低
地

全
県

調査地点

BA-1 BA-2 BA-3

埼
玉
県
保
護
条
例

環
境
省
R
L

2
0
1
9

埼玉県RDB
2018

保全すべき種の選定基準

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

埼
玉
県
文
化
財

№ 種名科名目名綱名門名
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図 9.8-7(1) 保全すべき種の確認位置（底生動物：夏季） 
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図 9.8-7(2) 保全すべき種の確認位置（底生動物：秋季） 
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図 9.8-7(3) 保全すべき種の確認位置（底生動物：冬季） 
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表 9.8-21(1) 保全すべき種の生態及び確認状況（底生動物） 

科名 モノアラガイ科 

 

種名 コシダカヒメモノアラガイ 

重要性 文化財 ― 

 保存法 ― 

 環境省 情報不足 

 埼玉県 全県 ― 

  大宮台地 ― 

  中川・加須低地 ― 

分布状況 日本各地に分布 

  確認個体 

形態・生息場所 【形態】 

殻高 5mm、殻径 25mm 前後で、殻口高は殻高の 5 割程

度を占める。殻表面には微細な成長脈を刻み、殻質

は薄く茶褐色である。生時は黒い軟体が透けて見え

たり、泥などの付着物で被われる。軸唇のねじれは

無く、狭い臍穴がある。 

 

【主な生息環境】水田の畦や用水路、河川等の止水

的環境に生息する。  

  確認環境 

県内での生息状

況 

― 

現地確認状況 夏 季：綾瀬川（BA-2 地点）で 1 例が確認された。 

資料：「福岡県の希少野生生物」（福岡県ホームページ） 

資料：「日本産淡水貝類図鑑 ②汽水域を含む全国の淡水貝類」（平成 21 年、株式会社ピーシーズ） 

  


